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１．研究計画の概要 
世界経済危機に関するデータを収集・分析し
て、アジア経済の今後の持続可能な成長につ
いて分析する。さらに、日本経済との相関関
係、アジアの地域統合に関する経済効果の推
定も行う。企業レベルのデータも収集し、ケ
ース・スタディも行う。 
 
２．研究の進捗状況 
2009年度は特に、中国、インド、ASEAN諸国
の経済データをマクロ・ミクロの両方のレベ
ルで収集し、これらの国々の生産の増加が世
界経済、及び日本経済に与える弾力性を計測
し、さらに今後の動向予測を行った。その結
果、新興国、特に中国とインドの生産活動の
世界経済への影響が高まりつつあることを
示した。さらに、これらの諸国と日本との経
済統合の効果を予測し、ASEAN＋６と＋３の
経済効用の推計を行い、比較した。さらに、
日本の政治動向が日本と世界の経済に与え
る影響についても分析した。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している 
（理由）訪問先の協力を得て多くのデータを
集めることができ、分析に集中することがで
きたためである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでのデータは昨年度のものであった
が、その後ギリシャやスペインの財政悪化に
端を発する欧州の経済問題が新たに発生し、
資源価格や為替・株式相場も大きく変動して
いる。さらに、中国の元切り上げも議論され
ている。そうした状況を踏まえ、今後は、こ

れらのデータを現地にて入手した上で、これ
までの計量結果をアップデートしたい。最後
にこれらの研究成果を書籍にまとめたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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